
2018 年度藤原賞の受賞者決まる  
 
受賞者：内野  修（国立環境研究所衛星観測センター  

GOSAT プロジェクト）  
業績：ライダーの技術開発と大気微量成分の観測的研

究への応用及び発展に尽くした功績  
選定理由：  

気象研究の基盤ともいえる大気の観測は、リモート

センシング技術によってその精度や時空間の解像度が

格段に向上してきた。特に、レーザー光を利用した能

動型リモートセンシング測器であるライダーの気象学

及び環境学への応用は、エーロゾルやオゾンといった

大気微量成分の鉛直分布観測において大きな威力を発

揮している。  
内野  修氏は、1970 年代の黎明期から九州大学理学

部でレーザー技術を応用したライダーシステムの開発

に携わり、日本で初めて成層圏エーロゾルの観測に成

功した（ Hirono  et  a l .  1972）。また、当時、同工学部

では紫外光のエキシマーレーザーを開発しており、こ

れを用いたライダーにより世界で初めて成層圏オゾン

層の観測に成功した（ Uchino et  al .  1978）。そして、

1983 年にはその顕著な学術業績によって、日本地球電

気磁気学会（現地球電磁気・地球惑星圏学会）の田中

舘賞を受賞した。紫外光レーザーを用いた差分吸収法

ライダーは、高精度でオゾン濃度を測定できることか

ら、その後、世界各地に展開され成層圏オゾン層の長

期モニタリングや長期変化傾向の検出にも利用されて

きた。また、誘導ラマン散乱レーザーを利用した対流

圏 オ ゾ ン ラ イ ダ ー の 開 発 も 世 界 に 先 駆 け て 成 功 し た

（ Uchino et  al .  1983）。このように、内野氏はライダ

ー技術の先進的開発と、エーロゾルやオゾンといった

大気微量成分の鉛直分布の観測への応用を推進してき

た草分けである。  
気象研究所では、 1980 年代のエル・チチョン火山

（ Uchino et  al .  1984； Uchino 1985）、 1991 年のピナ

トゥボ火山の噴火に際し、成層圏にまで達した火山灰

や成層圏に注入された亜硫酸ガスに起因するエーロゾ

ルの、ライダーによる長期モニタリング研究を成功さ

せ、成層圏エーロゾルが気候変化に与える影響の研究

に大きく貢献した。特に、ピナトゥボ火山噴火後は、

那覇やローダー（ニュージーランド）でのライダー観

測をいち早く開始（ Uchino et  al .  1995）するととも

に、国内外の研究者を結集し、亜硫酸ガスから均一核

生成過程によって生成された硫酸粒子の南北両半球へ



の輸送、下部成層圏オゾンの減少、対流圏気温の低下

など、成層圏エーロゾルの動態や気候影響に関する総

合的な研究を主導し、多くの研究成果をあげている。

これら活発な研究活動を通じ、成層圏エーロゾル研究

への光計測技術の有用性を立証したとして、（一財）光

産業技術振興協会から第８回（ 1992 年度）櫻井健二郎

氏記念賞が贈られている。その後も、後進とともに将

来の衛星搭載ライダーを目指した航空機搭載エーロゾ

ルライダーや半導体レーザー励起差分吸収型の水蒸気

ライダーシステムを開発するなど、新規技術開発にも

積極的に貢献してきた。  
気 象 庁 観 測 部 に お い て は 、 日 本 に お け る

WCRP/SPARC（成層圏過程とその気候への影響）関連

研究に主体的に参画し、地上及び人工衛星観測データ

の解析から春季南極のオゾン全量の変動を明らかにす

る（ Uchino et  al .  1999）など、オゾン層の監視に大

きく貢献した。また、2000 年代、世界気象機関全球大

気監視計画の地域観測所である岩手県大船渡市の大気

環境観測所への成層圏エーロゾル観測用の現業ライダ

ーシステムの導入にも尽力し、その後 10 年にわたる

成層圏エーロゾル鉛直分布データの蓄積につながった。 
気象庁を定年退職後も、内野氏は国立環境研究所の

温室効果ガス観測 技術衛星「いぶき」（ GOSAT）検証

チームの一員として、ライダーやフーリエ変換分光計

による大気微量成分のグラウンドトゥルースデータ取

得のための観測的研究に主体的に携わり、全球二酸化

炭 素 分 布 の 解 析 精 度 の 向 上 に も 大 き く 貢 献 し て い る

（ Uchino et  al .  2012 ,  2014 ,  2017；Sakai  e t  al .  2016）。 
このように内野  修氏はライダーシステムの設計・

製作、大気微量成分の観測計画の立案・推進、及び後

進への技術継承と若手研究者育成に大きな功績をあげ

てきたので、ここに 2018 年度日本気象学会藤原賞を

贈呈するものである。  
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受賞者：佐藤  薫（東京大学大学院理学系研究科）  
業績： 南極 昭和 基地レーダー PANSY 計画の立案・推

進と中層大気力学の発展に尽くした功績  
選定理由：  

佐藤  薫氏は、京都大学大学院生時代から信楽 MU
レーダー観測を中心とした大気重力波の研究に従事し、

その成果により 1991 年度の山本・正野論文賞を受賞

した。更に京都大学理学部助手時代には重力波に関す

る国際的レベルの成果を多々発表し、1998 年度の気象

学会賞を受賞している。  
その後、国立極地研究所勤務期間中の 2002～ 2004

年には中層大気大循環・物質循環の見地から極域観測

の重要性に着目し、第 44 次南極越冬隊員として昭和

基地でのオゾンホール観測と大型大気レーダー設置の

基礎的準備を行った（佐藤ほか  2003）。引き続き国立

極地研究所及び京都大学大学院情報学研究科の関係者

と協力し京都大学 MU レーダー・赤道大気レーダーの

改良型大型レーダー PANSY 計画の代表として活動し、

2010 年 12 月から建設開始、2011 年３月に初観測に成

功した。 2012 年から連続観測を開始し、 2015 年には

正式に完成の運びとなり現在に至っている。極域大気

観測に果たす PANSY プロジェクトの意義（佐藤ほか  
2013；佐藤  2015）は大きく、気象学の新境地を開拓

するこのような大型プロジェクトの代表者として立案

段階から今日まで先頭に立って活動を続けてきたこと

は 極 め て 高 く 評 価 さ れ る 。 こ の チ ー ム に 対 し て は 、

2014 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰（科学技術

賞）及び 2015 年第８回海洋立国推進功労者表彰（内

閣総理大臣賞）が授与されている。  
PANSY 観測開始以降、すでに 10 編余りの国際学術

誌発表の論文があり、佐藤氏は常にその共同研究の中

心とな って いる 。すなわち、 PANSY システムの記述

お よ び 対 流 圏 か ら 中 間 圏 に 至 る 最 初 の 観 測 事 例 解 析

（ Sato  e t  al .  2014）、強い鉛直風擾乱の存在及び特徴



とその成因に関する解析（ Tomikawa et  al .  2015）、南

極域多重圏界面形成における重力波の効果（ Shibuya  
et  al .  2015）、長期間データを用いた対流圏の周波数ス

ペクトル解析（ Minamihara et  al .  2016）、白夜の太陽

放射による電離を活かした世界初の中間圏連続観測に

よる広帯域の運動量フラックススペクトル解析（ Sato  
et  al .  2017）、等々の極めて優れた成果をあげてきてい

る。これら南極観測の新分野開拓における佐藤氏の功

績は国際的にも高く評価されており、中層大気科学の

国際プロジェクトである WCRP/SPARC（成層圏 -対流

圏過程とその気候への影響）関連研究の科学運営委員

に選出され活動を続けている。  
佐藤  薫氏は 2005 年に東京大学地球惑星科学専攻

気象研究室の教授着任以後、後進の教育にもその力量

を発揮してきた。中層大気力学に関する観測・理論両

面にわたる研究指導で、気象学会山本賞や気象集誌論

文賞受賞の受賞者を含め後進若手研究者を多数育成し、

学界に送り出している。さらに、観測と大循環モデル

とを融合させた研究グループ KANTO を立ち上げ、全

国から集まった学位取得後の若手研究者と共同して、

重力波及び各種大気波動と赤道 QBO・成層圏突然昇温

現象などとの力学的関連について、高分解能モデルを

駆使し た顕 著な 業績 をあげ てき た（ Watanabe et  al .  
2008；Sato  e t  al .  2009,  2012；Kawatani  et  al .  2010；
Sakazaki  e t  al .  2015 など）。  

このように佐藤  薫氏の中層大気力学分野における

功績は極めて大きいので、ここに 2018 年度日本気象

学会藤原賞を贈呈するものである  
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